
卿8月10。

出目第506号拷

毎　月10日・25日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

し

　

ま

　

し

　

ょ

　

う

細
卿
棚
椰

肝
世

．
“相
　
ｌ
・
川
肋
間
肌

両
誰
柚

誰
脚
肝
馴誹

誰
順

一

．

Ｍ

ｑ

＿

役
場
業
務
の
休
み

役
場
業
務
と
次
の
施
設
は
、
盆

休
み
の
た
め
次
の
と
お
り
休
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
役
　
場
　
8
月
1
4
日

◎
机
山
荘
　
8
月
1
3
日
～
1
6
日

◎
身
障
者
セ
ン
タ
ー

8

月

1

3

日

～

1

6

日

し
尿
・
ご
み
処
理
場

盆
休
み
8
月
1
4
日
、
1
5
日

8　月　の　税　金

町・県民税　2期分

国民健康保険税

2期分

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
募
集

あ
な
た
の
お
子
さ
ん
（
満
一
歳
に

な
る
前
の
子
供
）
を
広
報
に
拇
載
し

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
申
込
み

下
さ
い
。
ハ
ガ
ヰ
に
①
お
子
さ
ん
の

名
前
と
生
年
月
日
　
㊥
両
親
の
名
前

㊥
住
所
　
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、

水
巻
町
役
場
総
務
課
庶
務
係
に
お
送

り
下
さ
い
。
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夏
の
夜
、
夕
涼
み
を
兼
ね
て
花
火

を
楽
し
む
1
暗
や
み
に
一
瞬
、
光

の
花
を
咲
か
せ
る
花
火
は
、
夏
の
風

物
詩
と
し
て
風
情
の
あ
る
も
の
で
す

最
近
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
や
海
水
浴

場
な
ど
で
も
、
夜
に
な
る
と
花
火
を

楽
し
む
若
い
人
た
ち
の
姿
が
多
く
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
夏
の
風
物
詩
も
中

身
は
火
薬
で
す
。
取
り
扱
い
を
一
歩

誤
る
と
、
や
け
ど
な
ど
の
人
身
事
故

を
起
こ
し
た
り
、
と
き
に
は
火
事
の

原
因
に
な
っ
た
り
し
ま
す
の
で
、
十

分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ

た
が
ん
具
の
危
害
情
報
の
中
で
い
ち

ば
ん
多
い
の
が
花
火
に
よ
る
人
身
事

故
で
、
が
ん
具
全
体
の
三
分
の
一
を

占
め
て
い
ま
す
。
被
害
の
ト
ッ
プ
は

や
け
ど
で
、
な
か
に
は
衣
服
に
火
花

が
燃
え
移
っ
て
、
大
や
け
ど
を
し
た

事
故
の
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
や
け
ど
な
ど
の
被
害
は
子

供
だ
け
で
な
く
、
成
人
に
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
た
か
が
が
ん
具
花
火

と
侮
り
、
注
意
を
怠
る
の
は
事
故
の

元
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

（
選
び
方
の
ポ
イ
ン
ト
）

打
ち
上
げ
花
火
や
回
転
す
る
も
の

な
ど
、
花
火
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類

が
あ
り
ま
す
。

打
ち
上
げ
花
火
や
吹
き
出
し
花
火

は
、
底
が
し
っ
か
り
固
定
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
確
か
め
ま
し
ょ
う
。
底

が
固
定
さ
れ
て
い
な
い
と
、
逆
噴
射

す
る
な
ど
し
て
危
険
で
す
。
導
火
線

の
付
い
て
い
る
も
の
は
、
取
り
付
け

が
き
ち
ん
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

一
万
、
花
火
を
選
ぶ
と
き
は
、
遊

ぶ
場
所
が
ら
も
十
分
考
え
る
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
家
屋

の
密
集
し
て
い
る
所
で
、
二
十
メ
ー

ト
ル
も
飛
ぶ
よ
う
な
花
火
を
す
る
の

は
火
事
の
元
と
も
な
り
か
ね
ず
、
極

め
て
危
険
で
す
。

ま
た
、
花
火
の
保
管
状
態
に
つ
い

て
気
を
つ
け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

高
温
、
多
湿
、
直
射
日
光
の
下
で
保

管
し
た
花
火
は
自
然
発
火
し
た
り
、

一
時
立
ち
消
え
に
な
っ
て
、
そ
れ
に

再
度
点
火
し
た
と
き
は
爆
発
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

花
火
の
中
に
は
、
Ｓ
Ｆ
（
Ｓ
ａ
訂
ｔ
ｙ

Ｆ
ｉ
ｒ
ｅ
ｗ
Ｏ
寡
Ｓ
＝
安
全
が
ん
具
花
火
）

マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
煙
火
協
会
が

自
主
的
に
安
全
基
準
を
作
り
、
そ
れ

に
合
格
し
た
花
火
に
付
け
ら
れ
る
マ

ー
ク
で
す
。
で
す
か
ら
、
花
火
を
選

ぶ
と
き
、
こ
の
マ
ー
ク
を
目
安
に
す

る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

る
と
表
面
を
火
が
走
り
ま
す
。
ま
た

合
成
繊
維
の
衣
類
に
火
が
つ
き
、
繊

維
が
溶
け
て
皮
膚
に
こ
び
り
つ
き
、

や
け
ど
を
し
た
と
い
う
報
告
も
あ
り

ま
す
。そ
の
ほ
か
、
子
供
だ
け
で
の
花
火

遊
び
は
避
け
る
と
と
も
に
、
水
の
入

っ
た
バ
ケ
ツ
を
必
ず
用
意
し
、
火
の

始
末
を
よ
く
確
認
す
る
こ
と
を
お
忘

れ
な
く
　
ー
。

条ヽ
ｊ力9意注

「

・

ト

（
使
用
上
の
注
意
）

花
火
の
種
類
に
よ
っ
て
注
意
事
項

も
異
な
り
ま
す
。
火
を
つ
け
る
前
に

説
明
書
き
な
ど
を
よ
く
読
む
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
点
火
方
法
も
、
下
に

置
く
花
火
は
線
番
で
、
手
に
持
つ
花

火
は
ロ
ウ
ソ
ク
で
、
と
区
別
す
る
ほ

う
が
安
全
で
す
。

ま
た
、
服
装
に
も
気
を
配
り
た
い

も
の
。
綿
や
レ
ー
ヨ
ン
な
ど
は
燃
え

や
す
く
、
ｌ
表
面
が
パ
イ
ル
状
で
毛
羽

立
っ
て
い
る
衣
類
で
は
、
火
が
触
れ

．

1
、
花
火
の
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
必

ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

2
、
人
や
家
に
向
け
た
い
、
燃
え
易
い

も
の
の
あ
る
場
所
で
遊
ば
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

3
、
た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
一
度
に
火

を
つ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

4
、
必
ず
大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ

，
つ
。

5
、
風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
遊
び
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

6
、
水
の
用
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

7
、
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
危

険
で
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

8
、
正
し
い
位
置
に
点
火
し
ま
し
ょ

ー
つ
0

9
、
吹
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど
の
Ｆ
簡

＼
も
の
花
火
」
は
、
途
中
で
火
が
消
え

て
も
筒
を
の
ぞ
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
　
．

（

8月は食中毒が多く発生する季節も食べる前には、必ず手を洗いましょう。も
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空
地
　
の
草
刈
り
を

蚊
や
　
ハ
エ

町
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
雑
草
の
お

い
茂
っ
た
空
地
が
あ
り
、
生
活
環
境
を

悪
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

雑
草
は
環
境
衛
生
（
蚊
・
ハ
エ
の
発

生
や
ゴ
ミ
拾
場
）
の
悪
化
だ
け
で
な
く

不
良
青
少
年
の
た
ま
り
場
（
シ
ン
ナ
ー

火
災
）
、
曲
り
角
で
の
交
通
事
故
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
も
「
あ
き
地
等
に
繁
茂
し

た
雑
草
等
の
除
去
に
関
す
る
指
導
要
綱

の

発

生

源

で

す

」
を
設
け
、
指
導
し
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
放
置
さ
れ
て
い
る
空
地
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。

迷
惑
を
受
け
て
い
る
方
が
多
く
い
ま

す
－
－
。
所
有
者
の
み
な
さ
ん
早
急
に

雑
草
刈
り
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
町
で
は
、
草
刈
機
の
貸
出
を
無

料
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

戦没者の追悼式と盆供養

国では、8月15日（終戦冨己念日）に戦没者の追

悼式を行います。町でも、この日の正午にサイレ

ンを鳴らしますので、黙とうをされますようお願

いします。

また、遺族会では8月16日午後5時から頃末の

慰霊塔で、戦没者の盆供養を行いますので、遺族

の方はお参りください。

なお、当日が雨天のときは翌日に噸延します。

こ
く
ち
ば
ん

国民年金の　し　く　み

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
り
、
病

気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
と
な
っ
た
り
、
夫

と
死
別
し
て
母
子
家
庭
に
な
っ
た
と
き

な
ど
に
年
金
を
支
給
し
て
、
生
活
の
安

定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

加
入
の
対
象
と
な
る
人

国
内
に
住
所
が
あ
る
二
十
歳
か
ら
五

十
九
歳
ま
で
の
人
で
、
次
の
様
な
人
た

ち
が
国
民
年
金
の
加
入
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

（
強
制
加
入
）

○
農
林
漁
業
、
自
営
業
や
自
由
業
に

た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
人
と
そ
の
家
族

の
人
な
ど
、
厚
生
年
金
等
の
職
場
の

年
金
に
加
入
し
て
な
い
人

○
洋
裁
、
料
理
な
ど
各
種
学
校
の
学

生
希
望
に
よ
り
加
入
出
来
る
人

（
任
意
加
入
）

○
厚
生
年
金
等
職
場
の
年
金
に
加
入

し
て
い
る
人
の
酎
偶
者
（
い
わ
ゆ
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
）

○
す
で
に
年
金
や
患
給
を
う
け
て
い

る
人
や
う
け
る
資
格
の
あ
る
人
と
、

そ
の
配
偶
者

〇
回
、
県
、
市
、
町
、
村
議
会
の
議

員
と
そ
の
酎
偶
者

○
昼
間
部
の
大
学
生

保
険
料
定
額
保
険
料
　
月
　
五
、
二
二
〇
円

付
加
保
険
料
　
月
　
五
、
六
二
〇
円

保
険
料
の
免
除

国
民
年
金
の
強
制
加
入
者
で
、
保
険

料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
と
き
は
、
保

険
料
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
必

ず
年
金
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
に
は
必
ず
届
出
を
／

国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
た
人
や
そ
の

家
族
の
人
は
次
の
よ
う
な
時
に
は
、
水

巻
町
役
場
へ
「
年
金
手
帳
」
と
「
印
鑑
」

を
持
参
の
う
え
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

○
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
た

と
き

○
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

○
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

○
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
と
き

○
死
亡
し
た
と
き

○
老
齢
年
金
、
障
害
年
金
、
母
子
年
金

な
ど
国
民
年
金
の
給
付
を
請
求
す
る

時加
入
の
手
続
き
は
役
場
国
民
年
金
係

へ

兎 童 扶 養 手 当 ・特 別 児 童 扶 養 手 当 の

額 が 引 き 上 げ ら れ ま す

”‾マＸ－1．′　　－一　決さ－ノ 浦
′　監禁

．1－ナ
壌一塁‾‾ミ． ＬＬ一一・さ1・1ｒこ

児童扶養手当は、父と生計を共にしていない児童を養育する人
（母または母以外の養育者）に支給される手当です。
また、特別児童扶養手当は、障害児を養育する人（父が母または
父母以外の養育者）に支給される手当です。
この二つの手当の支給額が改定され、昭和57年9日分から増額さ
れます。改定額は次のとおりです。

●養育児童1人の場合………3万1，200円→3万2，700円

●養育児童2人の場合………3万6，200円→3万7，700円

●1級障害児重の場合………3万6，000円→3万7，700円
●2級障害児重の場合………2万4，000円→2万5，100円

シ　ー　ト　ベ　ル　ト　は　あ　な　た　を　守　る　尊命　の　綱キ
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期
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教
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現
代
人
は
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を
壊
し

が
ち
で
す
。
つ
い
無
理
を
重
ね
て
疲
労

が
蓄
積
、
複
雑
な
社
会
生
活
か
ら
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
に
も
陥
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

厚
生
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
健
康
が

気
に
な
る
と
い
う
人
が
六
五
・
二
％
、

疲
れ
や
す
い
五
〇
・
四
％
、
い
ら
い
ら

す
る
又
は
く
よ
く
よ
す
る
五
七
・
四
％

も
あ
り
ま
し
た
。

健
康
に
は
、
心
と
体
の
健
康
の
一
つ

が
欠
け
て
も
近
代
人
の
生
活
は
、
幸
せ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
健
康
に
つ

い
て
少
し
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
こ

の
機
会
に
汗
を
か
い
て
、
自
分
の
体
を

も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か

〔
プ
ロ
グ
ラ
ム
〕

8
月
1
9
日
　
「
成
人
病
は
必
ず
予
防
で

き
る
」
　
　
　
医
師

8
月
2
6
日
　
健
康
食
調
理
実
習
†

9

月

2

口

　

　

〃

　

　

甘

皿

朋
1
6
。
冊
（
健
諸
相
ン
ス
）
‖

9
月
3
0
日
　
体
力
テ
ス
ト

時
間
は
、
い
ず
れ
も
1
3
時
～
1
5
時

潅
六
回
で
一
サ
ー
ク
ル
で
す
。
定
員
三

〇
名
で
締
切
り
ま
す
の
で
、
役
場
衛
生

係
に
直
接
申
込
む
か
、
電
話
で
も
よ
ろ

し
い
で
す
。
申
込
み
さ
れ
た
万
に
は
、

後
日
詳
し
く
開
催
内
容
を
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
六
回
受
講
し

て
下
さ
い
。

種混合の予防接種
（百日咳、ジフテリヤ、破傷風）

予防接種の日程

▽
対
象
児

第
一
期
の
接
種
…
年
後
2
4
カ

月
か
ら
4
8
カ
月
ま
で
の
幼

児
。
3
週
間
か
ら
8
週
間

の
間
隔
で
三
回
受
け
れ
ば

第
一
．
期
は
完
了
で
す
。
（

日
程
表
を
よ
く
見
て
受
け

て
下
さ
い
）

第
二
期
の
接
種
＝
・
第
一
期
の

三
回
接
種
が
終
っ
て
か
ら

一
年
か
ら
一
年
六
カ
月
経

過
し
た
幼
児
、
一
回
の
み

接
種

▽
次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
下

さ
い
①
当
日
の
朝
、
体
温
を
計
っ

て
来
る
こ
と
。

⑧
前
日
ま
で
に
必
ず
問
診
票

を
役
場
衛
生
係
に
取
り
に
来
る
こ

と
。

⑧
問
診
票
に
は
必
ず
捺
印
の
′
仁
と
。

（
捺
印
の
な
い
人
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
）

▽
次
の
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

①
熱
の
あ
る
子
供

⑧
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
子
供

⑨
一
年
以
内
に
ケ
イ
レ
ン
を
起
こ
し

た
こ
と
の
あ
る
子
供

④
慢
性
疾
患
（
腎
臓
、
肝
臓
、
ゼ
ン

ソ
ク
）
に
か
か
っ
て
い
る
子
供

⑤
は
し
か
、
お
た
ふ
く
風
、
水
痘
な

ど
に
か
か
っ
て
一
カ
月
以
上
経
過

し
て
い
な
い
子
供

※
心
配
な
点
は
か
か
り
つ
け
の
お
医

者
さ
ん
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

あなたの善意を

お送り　ください

長崎豪雨災害

今
度
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
長
崎
県

で
は
大
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

被
災
者
の
方
に
、
み
な
さ
ん
の
温
い

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
期
間
　
8
月
1
4
日
ま
で

▽
義
援
金
の
振
込
み
先

。
郵
便
振
替
　
「
長
崎
災
8
1
3
3

3
」

。
銀
行
振
込
　
ハ
長
崎
県
共
同
募
金

会
）

十
八
銀
行
本
店

（

普

）

0

1

9

9

3

6

親
和
銀
行
長
崎
支
店

（

普

）

2

0

6

7

0

9

…
・
…
‥
福
岡
県
共
同
募
金
会

福
岡
銀
行
県
庁
内
支
店

（

普

）

6

0

2

0

7

4

福
岡
相
互
銀
行
六
本
松
支
店

（

普

）

9

3

6

2

8

5

西
日
本
相
互
銀
行
本
店

（

普

）

2

1

0

1

7

成
人
病
検
診
を

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
へ
／

地
区
巡
回
の
成
人
病
検
診
が
終
了
し

ま
し
た
。
申
し
込
み
を
さ
れ
て
入
金
さ

れ
た
万
で
受
診
で
き
な
か
っ
た
方
は
、

お
金
を
返
し
ま
す
の
で
、
近
日
中
に
役

場
衛
生
係
に
取
り
に
お
い
で
下
さ
い
。

粗大ゴミは前もって連絡を．／
粗大ごみを出す時は、役場衛生係に連絡が

ないと、どこに麿いてあるかわかりません。
必ず収集日の2日由までに申し込んでくださ
い。

ト粗大ごみの種類　家庭増気製品、家具、建

具、布団、ベット、畳、トタン、←一斗缶、自
転車など。

引越しごみや事業ごみなどは粗大ごみとして
収集していません。このようなゴミは町が指

定した収集業者にたのんでください。

収集 日 収　　 集　　 地　　 域

第　 1

吉 田一 ・吉田二 ・吉 田三 ・富田団

地 ・頃宋 （18区 ・松栄荘〕美吉野

土曜 日

第　 2

・鯉 口団地 ・下 二 5 区 ・6 区で可

燃 ごみ　 月 ・木曜 日の収集区域

猪態 （猪熊 1 区 ・2 区 を除 く）

水曜 日・猪熊町住

第　 3 第 1 土曜 日 ・第 2 水曜 日以外の地
土曜日 域

聖豊叢集2≦去禁2譜聖詔甜2ら豊盟9が〉　詳しくは蜘案内所へ



（5）広呵這が司闇白さ　肌酬Ⅲ目測…Ⅲ酬Ⅲ…冊川冊…Ⅲ　帥57年8月10日　相川冊

Ｊ

身
障
者
の
方
　
へ
　
〃
‥

旅
客
運
賃
割
引
き
に
つ
い
て

（
国
鉄
利
用
）
　
第
一
種
身
体
障
害
者

の
方
が
単
独
又
は
介
護
人
と
乗
車
す

る
場
合
及
び
第
二
種
身
体
障
害
者
の

方
が
単
独
で
乗
車
す
る
場
合
は
、
乗

車
券
発
売
窓
口
に
「
身
体
障
害
者
手

帳
」
を
見
せ
て
乗
車
券
を
購
入
し
て

く
だ
さ
い
。
（
た
だ
し
、
第
二
種
身

仕
障
害
者
の
万
は
、
乗
車
区
間
が
一

〇
〇
短
以
上
に
つ
い
て
の
み
副
引
き

が
あ
り
ま
す
。
）
、

（
北
九
州
市
営
バ
ス
及
び
私
鉄
）

乗
車
券
発
売
窓
口
又
は
運
転
手
に
「

身
体
障
害
者
手
帳
」
を
見
せ
て
、
乗
車

券
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

又
、
介
護
人
が
乗
車
す
る
場
合
は

「
介
護
付
用
割
引
証
」
を
呈
示
し
て

乗
車
券
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
介
護
付
用
割
引
証
は
役
場

民
生
係
で
交
付
し
ま
す
。

福
岡
県
職
員
採
用

（
中
級
・
初
級
）
試
験

▽
試
験
の
埴
類
・
区
分

中
級
…
行
政
事
務
5
4
人
、
警
察
事
務

（
男
子
）
8
人
、
栄
養
士
1
0
人

初
級
…
一
般
事
務
Ａ
1
7
人
、
一
般
事

．
＿
．
．
＿
．
．
＿
’
．
－
ｔ
．
－
’
．
一
＿
一
一
ｔ
．
一
ｔ
．
′
ｔ
ｔ
一
’
＿
〃
．
＿
‘
＿
ｔ
’
－
ｔ
ｅ
．
＿

みっ卵

桑原　美香ちゃん
昭和56年10月25日生

（悪筆）さんの長女

目と手の平を大きく開き、大

の字で生まれてきました。団地

では一番のチビちゃんだけど、

元気さと愛絹は天下ザ晶です。

（梅ノ木団地10棟）

肇整転

じゆんじ

川上　純司ちゃん
昭和56年11月11日生

（警っ菅）さんの次男

食欲旺盛「マンママンマ」の

連続で、とても食いしんほう。

このままでは肥満児かもー。で

も男らしく、元気な子に育って

ね。　（おかの台田地5枚）

務
Ｂ
1
8
人
、
警
察
事
務
（
女
子
）

2
2
人
、
土
木
2
人
、
建
築
2
人
、

林
業
2
人

▽
受
験
資
格

中
級
…
昭
和
3
2
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
3
8
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
。
な
お
、
栄
養
士
は
栄
壌
土

の
資
格
を
有
す
る
者
又
は
暗
和
5
8

年
5
月
ま
で
に
資
格
を
取
得
す
る

見
込
み
の
者

初
級
…
昭
和
3
4
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
4
0
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
（
た
だ
し
、
大
学
に
お
け
る

在
学
期
間
が
2
年
を
超
え
る
者
を

除
く
）

▽
受
付
期
間
　
9
月
3
日
～
9
月
1
6
日

▽
申
込
用
紙
請
求
先
及
び
申
込
先

福
岡
県
人
事
委
員
会
任
用
課
（
〒
8

1
2
　
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
番

7
号
県
庁
内
）

※
試
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

福
岡
県
人
事
委
員
会
任
用
課
（
審
0

9

2

・

6

4

1

・

3

8

8

3

）

　

へ

。

宅

地

建

物

取

引

主

任

者

資

　

格

　

試

　

験

▽
受
験
資
格
　
次
の
い
ず
れ
か
に
骸
当

す
れ
ば
受
験
で
き
ま
す
。

①
高
等
学
校
卒
業
者

⑧
宅
地
、
建
物
の
取
引
に
関
し
二
年

以
上
の
実
務
経
験
者

㊥
前
二
号
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
知

事
が
認
め
た
資
格
所
有
者

▽
受
付
期
間

9

月

6

日

か

ら

9

月

1

0

日

ま

で

▽
受
付
場
所
　
県
建
築
管
理
課
指
導
係

又
は
県
北
九
州
土
木
事
務
所

▽
受
験
用
紙
配
布

八
月
十
六
日
か
ら
受
付
場
所
で
。

）

快
適
な
環
境
づ
く
り
は

ゴ
ミ
出
し
日
を
守
る
こ
と
か
ら

家
庭
の
ゴ
ミ
は
①
燃
え
る
も
の
㊥
燃

え
な
い
も
の
⑧
粗
大
ゴ
ミ
に
区
別
し
て

必
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
集
日
の
午
前
七

時
か
ら
午
前
八
時
ま
で
の
間
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

最
近
、
各
地
区
で
ゴ
ミ
を
収
集
日
以

外
に
出
し
た
り
、
収
集
し
た
後
に
出
し

て
い
る
た
め
ゴ
ミ
が
そ
の
ま
ま
放
置
さ

れ
、
近
所
の
方
が
大
変
迷
惑
さ
れ
て
い

ま
す
。快
適
な
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
ゴ
ミ

は
収
集
日
に
正
し
く
出
す
よ
う
一
人
一

人
が
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

収　　 集　　 日 収　　　　 集　　　　 地　　　　 域

燃　 月 ・木曜日

え

青田一、吉田二、吉田三、．吉田団地、頃末 （18区 ・松栄荘）、

美吉野団地、鯉口団地、机、机社宅、宮ノ下社宅、新生衝、古

賀、古賀区、梅ノ木団地、古賀団地、猪熊 （1 ・2 区を除く地

域）、猪熊町住、下二 5 区 ・6 区の一部

る

ゴ

立屋敷、伊左座、二、二町住、下二、下二町住、入江興産、林

ミ　 火 ・金曜日 住宅、みずほ団地、猪熊 （1 ・2 区）、頃末 （月 ・木地域を除

く地域）、高松団地、樋口、おかの台田地、高尾団地

燃　　 第 1 ・第 3

え　 水　 曜　 日

な

燃えるゴミの収集日が、月 ・木収集の地域

〔芸霊 這警 告 2 区を除 く地域）、猪脚 ∫住は第 2 °〕

い

燃えるゴミの収集日が火 ・金収集の地域及び猪熊 （全域）、ゴ　　 第 2 ・鴇 4

号　　 水　 曜　 日 猪熊町住

おかの台団地募集（25芦）0価格1，911万円～2，246万円〉　詳しくは現地案内所へ0土地面積　218〝ダー267〝ヂ　0建物面積　95が－114が　　　　　　　雷202・0842



⑥
　
　
（
水
巻
町
誌
か
ら
）

鯨
油
駆
虫
剤
を
発
見
し
た
蔵
寓
苦
右
ヱ
門

日日腑冊　昭和57年8月10日脚間冊肌用榊冊Ⅲ…冊冊冊ｌ

三
百
年
の
音
わ
が
水
巻
で
虫
害
予
防
薬
が
発
明

さ
れ
た
こ
と
は
、
日
本
農
業
史
に
残
る
大
き
な
功

横
で
あ
っ
て
、
郷
土
の
誇
と
し
て
よ
い
と
思
う
。

薯
右
ヱ
門
は
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
に
生
れ

鯨
油
駆
虫
剤
を
発
見
し
た
の
は
、
寛
文
一
〇
年
（

一
六
六
九
）
七
月
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
七
七
才

の
老
年
で
あ
っ
た
。
性
釆
温
厚
勤
勉
な
鴬
農
家
で

こ
ｈ
ソ煙
害
（
イ
ナ
ゴ
が
稲
を
食
う
害
）
で
受
け
る
被
害

の
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
の
を
見
て
、
そ
の
駆
除
の

立屋敷の長専寺裏にある蔵
宮古右ヱ門夫婦の墓

方
法
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
発
見
の

経
過
は
詳
し
く
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
先
ず
自

分
の
田
三
反
歩
に
実
験
し
て
み
て
効
果
が
あ
っ
た

の
に
自
宿
を
得
て
、
こ
れ
を
附
近
の
農
家
に
伝
え

た
が
、
一
向
に
信
用
す
る
者
が
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
水
巻
山
に
祭
ら
れ
て
い
た

保
食
神
（
立
屋
敷
の
八
戯
神
社
に
合
栂
さ
れ
て
い

る
）
の
お
告
げ
で
あ
る
と
い
っ
て
教
え
広
め
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
普
及
は
大
し
た

こ
と
が
な
か
っ
た
ら
し
い
。
享
保
一
七
年
の
六
月

臆
害
の
き
ざ
し
が
見
え
て
、
郡
代
白
水
与
右
ヱ
門

が
郡
内
一
般
に
塩
害
駆
除
の
方
法
を
求
め
た
。
当

時
の
保
食
官
の
神
官
松
本
掃
部
が
苦
右
ヱ
門
の
鯨

油
を
伝
え
て
、
は
じ
め
て
郡
内
二
円
に
使
用
さ
せ

き
■
ｔ
1
－
．
．
．
－
■
ｔ
コ
ｌ
ｌ
－
．
‘
■
ｌ
－
≡
さ
ｌ
＿
コ
≡
■
ｒ
ｌ
－
．
≡
■
′
ｌ
≡
－
－
■
．
一
ミ
ニ
ｌ
ｔ
．
■
≡
ｌ
ｌ
■
■
－
－
－
．
1
＿
＿
－
－
－
－
－
ｕ
－
．
一
－
1
－
－
－
－
ｔ
■
－

て
そ
の
効
果
を
た
し
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
発

見
し
て
か
ら
六
〇
年
の
後
で
あ
る
。
そ
の
時
に
は

書
右
ヱ
門
も
死
ん
だ
後
で
死
後
に
は
じ
め
て
そ
の

真
価
が
知
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
（
吉
右
衛
門
は

延
豊
八
年
（
〓
ハ
八
〇
）
八
七
才
の
高
令
で
亡
く

な
っ
た
）

宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
の
蛙
害
に
は
郡
内
で

も
試
油
す
る
者
が
多
く
、
更
に
効
果
を
あ
げ
、
明

和
八
年
（
一
七
七
Ｄ
の
墟
害
で
は
隣
郡
鞍
手
、

藩
麻
、
穂
波
が
使
用
し
て
い
よ
い
よ
好
成
績
を
あ

げ
寛
政
四
年
（
一
七
九
四
）
に
は
遠
賀
、
鞍
手
の

役
所
で
は
鯨
油
を
準
備
し
て
お
い
て
、
迫
害
に
は

配
付
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
筑
前
の
国
中
が
こ
れ

に
な
ら
う
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
中
国
、
四
国
に

ま
で
伝
播
き
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
吉
右
ヱ
門
の

む
く

苦
心
も
や
っ
と
酬
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
明
治
末
か

ら
使
用
さ
れ
た
石
油
は
い
く
ら
か
安
価
で
あ
っ
た

が
鯨
池
は
肥
料
に
も
な
っ
て
良
か
っ
た
と
伝
え
て

い
る
。
蛙
虫
の
時
季
に
な
る
と
鰊
池
を
注
い
で
、

な

後
か
ら
竹
竿
で
稲
の
上
を
撫
で
て
、
虫
を
池
の
浮

い
た
上
に
払
い
落
し
て
い
く
方
法
は
、
右
油
に
代

っ
て
ま
で
見
な
れ
た
農
村
の
風
崇
で
あ
っ
た
。

明
治
些
二
年
（
一
九
二
〇
）
福
岡
県
農
会
は
吉

右
ヱ
門
の
功
績
に
銀
盃
を
追
賞
し
て
、
当
時
の
学

者
や
農
政
家
の
賛
同
を
得
て
、
蔵
富
書
右
ヱ
門
の

偉
業
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
表
彰
と
事
蹟
保
存

を
決
議
し
た
が
、
何
故
か
そ
の
実
現
を
見
な
い
ま

ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
立
屋
敷
長
専
寺
蓑
の
墓

地
に
小
さ
な
墓
標
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ

も
限
ら
れ
た
人
に
聞
か
な
い
と
、
さ
が
し
だ
す
こ

と
に
困
難
な
程
で
あ
る
。
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■
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■
≡
．
1
■
ｔ
≡
－
－
■
一
≡
．
－
■
＿
≡
－
－
1
＿
≡
－
1
＿
■
ｌ
三
．
■
一
三
．
－
＿
【
≡

福
岡
視
力
障
害
セ
ン
タ
ー

入
所
者
募
集

▽
募
集
人
員

あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
、

は
り
き
ゆ
う
科

。
一
部
五
年
課
程
　
三
〇
名

。
二
部
三
年
課
程
　
二
〇
名

▽
入
所
資
格

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
者
で
、
滞
十
五
歳
以
上
の
男

女⑧
一
部
五
年
課
程
に
つ
い
て
は
、
中

学
校
を
卒
業
し
た
者
、
又
は
こ
れ
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
者

⑧
二
部
三
年
課
程
に
つ
い
て
は
、
高

等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
者
、
又
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
者

④
視
覚
障
害
の
は
か
に
著
し
い
身
体

の
障
害
、
精
神
病
及
び
伝
染
性
疾
患

の
な
い
者

▽
書
類
の
請
求
・
提
出
先

福
岡
市
西
区
今
津
「
国
立
福
岡
視

力
セ
ン
タ
ー
」

▽
締
切
日
　
　
5
7
年
1
0
月
3
1
日
ま
で

※
詳
し
い
こ
と
は
、
国
立
福
岡
視
力

セ

ン

タ

ー

（

含

0

9

2

8

0

・

6

・

1
3
6
1
）
又
は
、
役
場
民
生
係
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

海
外
移
住
家
族
会
へ

入
会
の
お
す
す
め

海
外
移
住
家
族
会
は
、
海
外
へ
移
住

さ
れ
た
万
の
留
守
家
族
で
組
織
す
る
会

で
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

ノ

○
在
外
福
岡
県
人
会
と
密
接
な
連
携
を

持
ち
、
移
住
者
と
留
守
家
族
の
交
流

に
つ
と
め
る
。

○
相
互
の
音
信
不
通
者
の
湘
査

○
海
外
移
住
地
の
実
情
は
握
、
そ
の
他

で
年
一
回
の
総
会
の
ほ
か
、
地
区
毎

に
毎
年
、
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
会
費
は
年
に
千
五
百
円
で
、
次
の
事

務
居
で
入
会
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

〔
海
外
移
住
相
談
所
〕

八
幡
西
区
則
松
三
丁
目
七
番
二
号

福
岡
県
八
幡
総
合
庁
舎

福
岡
県
八
幡
海
外
移
住
相
談
所

（

蜜

6

9

1

・

0

2

3

5

）

無
縁
墳
墓
の
改
葬

▽
所
在
地
　
宮
崎
県
佐
土
原
町
大
字
東

上
那
珂
字
永
正
向

。
届
出
先
　
佐
土
原
町
役
場
企
画
調
整

室

（

晋

0

9

8

5

7

・

3

・

1

1

1

1
）

。
届
出
期
限
　
5
7
年
8
月
2
0
日
ま
で

▽
所
在
地
　
熊
本
県
玉
名
市
伊
倉
北
方

字
下
村
屋
敷

。
届
出
先
　
玉
名
市
役
所
衛
生
課

（

電

0

9

6

8

7

・

3

・

2

1

1

1

）

。
届
出
期
限
　
5
7
年
9
月
1
0
日
ま
で

▽
所
在
地
　
熊
本
県
八
代
市
大
村
町
字

羽
須
和

。
届
出
先
　
八
代
市
役
所
都
市
計
画
課

（

世

0

9

6

5

3

・

3

・

4

1

1

1

）

。
届
出
期
限
　
5
7
咋
9
月
3
0
日
ま
で

▽
所
在
地
　
北
九
州
市
小
倉
南
区
大
字

横
代
「
横
代
両
町
共
有
基
地
」

。
屈
蛸
先
　
北
九
州
市
土
地
開
発
公
社

（

審

5

8

2

・

4

1

0

0

）

。
届
出
期
限
　
5
7
年
1
0
月
7
日
ま
で

広報は見落し　の　な　い　よ　う　すみずみ　ま　で見　ま　し　ょ　う


